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【今月号の主な内容】

平成24年度予算（町長提案説明、一般会計ほか各会計） ……２～７Ｐ

まちの話題＝新斎王役に新茶屋出身の松本さん、更生保護女性の
会が更生保護奨励賞受賞、ほか ……８～10Ｐ

４月見直し・明和町組織（課・事務局）のご案内、平成24年第１
回明和町議会定例会、外国人住民の住民基本台帳制度、国民年金、
介護保険料基準額改定、税務課徴収事務員募集、ほか ……11～19Ｐ　　

ひとまちふれあい企画、各種お知らせ、ほか ……20～25Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……26Ｐ

広広広広報報報報めめめめいいいいわわわわ

三重県 明和町 広報紙

４４月号月号
平成 2 4 年 ( 2 0 1 2 年 )

明和町マスコットキャラクター「めい姫」の着ぐるみがこのほど完成し、２月26日の「いつきのみや梅まつり」
で初お披露目されました（関連記事は９ページをご覧ください）。明和町では今後、各種催しなどでの幅広い活
用を予定しています。町民の皆さん、めい姫をどうぞよろしくお願いします。
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３
月
７
日
か
ら
23
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
平
成
24
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
24
年
度

予
算
関
係
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
66
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
０
・
２
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
７
つ
の

特
別
会
計
の
合
計
は
66
億
１
９
８
０
万
円
で
、
全
体
で
前
年
度
比
16
・
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
は
７
億
９
５
３
０
万
円
で
、
前
年
度
比
11
・
６
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
４
０
億
９
５
１
０
万
円
で
、
前
年
度
比

７
・
６
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
各
会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
紙
４
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
第
５
次
総
合
計
画
を
基
本
に
行
政
課
題
を
推
進
】

平平
成成
2244
年年
度度
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
とと
予予
算算
のの
概概
要要

明
和
町
長
　
中
井

幸
充

※
以
下
、
町
長
提
案
説
明
の
抜
粋

と
要
約
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念

「
人
と
地
域
の
活
力
の
創
造
」
を

基
に
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
明
和
町
の

将
来
像
「
歴
史
・
文
化
と
自
然
が

輝
き
、
快
適
で
こ
こ
ろ
豊
か
な

『
和
』
の
ま
ち
明
和
」
に
向
け
、

次
の
各
分
野
の
行
政
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
点
目
は
「
安
全
で
人
に
や

さ
し
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
、
防
災
対
策
の
充
実
強
化
で

す
。平

成
23
年
10
月
に
発
表
さ
れ
た

三
重
県
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

見
直
し
に
よ
っ
て
、
町
内
の
津
波

浸
水
予
測
区
域
が
大
幅
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
危
惧
さ
れ
る

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
同

時
発
生
に
対
す
る
備
え
を
急
が
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
個
人
住
宅
の
耐
震

補
強
工
事
や
家
具
の
固
定
、
災
害

用
品
の
備
蓄
、
自
主
防
災
組
織
の

形
成
・
強
化
、
要
援
護
者
対
策
等

に
つ
い
て
、
町
民
・
自
治
会
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
つ

つ
、
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
や
一
時
避
難
場
所
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

２
点
目
は
「
未
来
を
築
く
豊

か
な
人
間
性
と
文
化
を
創
造
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
義
務
教

育
施
設
の
整
備
で
す
。

具
体
的
に
は
明
和
中
学
校
と
大

淀
小
学
校
の
校
舎
は
建
設
か
ら
約

50
年
が
経
過
し
、
ま
た
、
大
淀
小

学
校
と
下
御
糸
小
学
校
は
津
波
浸

水
予
測
区
域
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
老
朽
化
対
策
と
併
せ
て
防
災

対
策
に
つ
い
て
も
早
急
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

明
和
中
学
校
で
も
老
朽
化
対
策

の
み
な
ら
ず
、
周
辺
公
共
施
設
の

有
効
的
な
活
用
も
含
め
た
整
備
が

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

23
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
義
務
教

育
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」
か
ら

の
提
言
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
就
学
前
の
保
育
・
教
育

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
需

要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
老
朽
化

す
る
保
育
所
整
備
を
含
め
た
保
育

と
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
に
立
ち
上
げ
た
「
就
学
前
保

育
・
教
育
検
討
委
員
会
」
の
中
間

答
申
（
平
成
23
年
10
月
）
を
受
け
、

現
在
各
施
設
の
整
備
や
配
置
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
携
や

内
容
の
充
実
等
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
教
育
委
員
会
へ
の
最

終
答
申
に
基
づ
き
、
そ
の
具
体
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
事
業
を
推
進

３
点
目
は
「
地
域
を
支
え
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

産
業
の
活
性
化
で
す
。

第
一
次
産
業
の
活
性
化
は
町
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
農
業
基
盤

整
備
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
事
業
の
促

進
と
宮
川
用
水
関
連
道
路
の
整
備

を
は
じ
め
、
漁
港
の
整
備
と
改
修
、

ノ
リ
養
殖
や
ア
サ
リ
採
貝
漁
業
振

興
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
大
変
厳
し
い
経
済
環
境

下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
不

況
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
町
内
企
業
支
援
対
策
を
模
索

し
な
が
ら
商
工
業
振
興
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

４
点
目
は
「
と
も
に
支
え
あ

う
地
域
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
児
童
・
高
齢
者
・
障

が
い
者
福
祉
施
策
の
推
進
で
す
。

子
育
て
支
援
対
策
の
強
化
、
健

康
づ
く
り
等
医
療
・
福
祉
・
介
護

施
策
の
推
進
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
整
備
等
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
生
活

の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し

た
第
６
次
高
齢
者
福
祉
計
画
、
第

K

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

防
災
対
策
（
減
災
対
策
）

義
務
教
育
施
設
、
就
学
前

保
育
・
教
育
施
設
の
整
備

農
水
商
工
業
の
活
性
化

児

童

・

高

齢

者

・

障
が
い
者
福
祉
施
策
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K

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、
そ
し

て
障
が
い
者
計
画
を
基
本
に
各
種

事
業
を
実
施
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

５
点
目
は
国
史
跡
斎
宮
跡
の

活
性
化
と
観
光
振
興
で
す
。

現
在
、
史
跡
東
部
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
完
成
に
向
け
た
実
物

大
建
物
の
復
元
が
三
重
県
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
平
成
25

年
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
観
光
客
の
来
訪
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
機
会
を
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
斎
宮

跡
関
係
施
設
の
活
用
方
策
を
県
と

連
携
し
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
観
光
振

興
計
画
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

特
に
斎
宮
跡
の
環
境
整
備
は
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
よ
る
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
手
が
付
け
ら
れ

な
か
っ
た
道
路
・
排
水
施
設
の
整

備
や
景
観
整
備
な
ど
、
史
跡
内
の

環
境
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

６
点
目
と
し
て
、
ゴ
ミ
減
量

化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
温

暖
化
対
策
を
は
じ
め
、
狭

あ
い
道
路
や
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ

る
基
幹
道
路
の
整
備
・
冠

水
対
策
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た

生
活
環
境
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
上
御
糸
・

下
御
糸
地
区
に
お
い
て
農

業
集
落
排
水
事
業
の
管
路

お
よ
び
処
理
場
建
設
の
工

事
を
進
め
、
平
成
26
年
４

月
供
用
開
始
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
６
点
の
諸
課
題
を
含

め
、
第
５
次
総
合
計
画
を
効
果
的

に
推
進
し
、
新
た
な
行
政
需
要
や

町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
４
年
が
経
過
し
た

明
和
町
の
組
織
機
構
を
４
月
１
日

付
け
で
見
直
し
ま
し
た
。

見
直
し
の
主
な
内
容
は
、
防

災
・
減
災
対
策
の
い
っ
そ
う
の
推

進
と
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

情
報
を
正
確
・
迅
速
に
収
集
・
発

信
で
き
る
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
消
防
防
災
部
門
と
広
報
や
行

政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
の
情
報
部
門
、

政
策
調
整
担
当
の
企
画
部
門
を
包

括
し
た
「
防
災
企
画
課
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
協
働
で
築
く
あ
た
た
か
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
権
部

門
や
環
境
部
門
に
自
治
会
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
を
担
当
す
る
地

域
協
働
部
門
を
包
括
し
た
「
人
権

生
活
環
境
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
史
跡
斎
宮
跡
の
保

存
と
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
を
見

据
え
て
、
観
光
交
流
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
「
斎
宮
跡
・
文
化
観

光
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

※
新
し
い
組
織
機
構
の
あ
ら
ま

し
は
、
本
紙
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

予
算
で
は
、
ま
ず
主
な
税
収
で
あ

る
町
民
税
は
前
年
度
比
８
・
２
％

の
増
、
固
定
資
産
税
は
前
年
度
比

２
・
９
％
の
減
で
、
町
税
全
体
で

は
前
年
度
比
８
９
７
１
万
１
千
円

の
増
、
前
年
度
比
４
・
０
％
の
増

を
見
込
み
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
国
に
お
い
て

前
年
度
比
０
・
５
％
の
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
町
で
は
実
績
に

基
づ
い
た
最
低
限
の
増
額
を
見
込

み
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
投
資
的

事
業
（
施
設
整
備
や
道
路
建
設
な

ど
社
会
資
本
の
形
成
を
行
う
も

の
）
で
は
、
継
続
実
施
し
て
い
る

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
各

事
業
や
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、
町
の
重
要
な
社
会
基

盤
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
予
算
を
増
額
し
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

扶
助
費
（
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
、
医
療
費
助
成
や
子
ど

も
手
当
な
ど
公
費
負
担
に
よ
る
支

給
費
）
で
は
、
医
療
関
係
の
給
付

諸
費
が
概
ね
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正

に
伴
い
手
当
支
給
額
が
大
き
く
減

額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
扶
助
費
全

体
と
し
て
は
、
前
年
度
比
と
し
て

は
６
・
１
％
の
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

人
件
費
で
は
、
町
長
・
副
町

長
・
教
育
長
の
給
料
の
減
額
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
職

員
給
料
に
つ
い
て
は
前
年
の
人
事

院
勧
告
に
基
づ
き
給
料
表
の
改
定

を
行
い
、
月
例
給
を
平
均
０
・

23
％
引
き
下
げ
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
育
児
休
業
の
取
得
や
子
ど
も
手

当
の
制
度
改
正
等
に
伴
う
支
給
額

の
減
少
に
よ
っ
て
人
件
費
の
予
算

総
額
は
前
年
度
比
２
・
５
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し

は
、
引
き
続
き
本
紙
４
〜
７
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 

国

史

跡

斎

宮

跡

の

活
性
化
、
観
光
振
興

組
織
機
構
の
見
直
し

予

算

の

概

要

生
活
環
境
整
備
の
推
進

整
備
が
進
む
三
重
県
の
史
跡
斎
宮
跡
東
部
整
備
事
業
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議会費   
95,656千円  1.4%

 総務費 
786,399千円 
　11.8%

民生費 
2,249,976千円 
　33.7%

衛生費  553,288千円  8.3%

労働費  99千円  0.0%
農林水産業費 
280,158千円  4.2%

諸支出金        0千円  0.0% 
予備費　10,000千円  0.1％ 
 
公債費　 
687,841千円 
  10.3%

 教育費 
821,570千円 
　     12.3%

商工費 
30,426千円  0.5%

土木費 
834,497千円 
  12.5%

消防費 
330,090千円 
  4.9%

 
内  訳 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 

10,000千円 
5,000千円 
1,500千円 
7,000千円 
40,000千円 
51,500千円 
3,000千円 

※分担金及び負担金 
※使用料及び手数料 
※財産収入 
※寄附金 
※繰入金 
※繰越金 
※諸収入 

100,566千円 
51,823千円 
1,605千円 
505千円 

79,624千円 
200,000千円 
54,383千円 

地方消費税交付金 
190,000千円  2.8%

※町税 
2,312,283千円 
　34.6%

地方交付税 
1,800,000千円 
　27.0%

その他  606,506千円  9.0%

町債 
579,600千円  8.7%

国庫支出金 
657,653千円  9.9%

県支出金 
406,958千円  6.1%

地方譲与税 
127,000千円  1.9%

※印は自主財源 

※自主財源＝2,800,789千円  41.9％ 
　依存財源＝3,879,211千円  58.1％ 

 

義 

務 

的 

経 

費 

予 算 額  

1,378,394 

　962,242 

　687,841 

 3,028,477 

　351,290 

　　 259,956 

　611,246 

　1,163,559 

    815,825 

1,007,983 

52,910 

6,680,000

そ 

の 

他 

経 

費 

投 
資 
的 
経 
費 

特 

別 

会 

計 

  予 算 額  

 6,680,000 

   343,900 

 2,451,100 

    31,900 

   1,334,000 

   244,300 

  1,825,300 

   389,300 

   795,300 

14,095,100

対前年度比 

  0.2％減 

  12.2％減 

  4.3％増 

34.9％減 

154.9％増 

15.8％増 

  1.7％増 

  6.2％増 

11.6％増 

  7.6%増 

　内　　　容 

　　人　件　費 

　　扶　助　費 

　　公　債　費 

　　　　小　計 

　　補 助 事 業  

　　単 独 事 業  

　　　　小　計 

　　物　件　費 

　　補 助 費 等 

　　繰　出　金 

　　そ　の　他 

合　　　　　計　　 

構 成 比          

20.6％ 

   14.4％ 

　10.3％ 

　45.3％ 

　5.3％ 

　3.9％ 

　9.2％ 

　17.4％ 

　12.2％ 

　15.1% 

     0.8％ 

 100.0％ 

■一般会計歳出予算の性質別経費 (単位：千円)

　　  会　計　別 

一　   般　   会　   計 

　　斎宮跡保存事業 

　　国 民 健 康 保 険 

　　住宅新築資金貸付事業 

　　農業集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　介　護　保　険 

　　後期高齢者医療 

水  道  事  業  会  計 

総　　　　　　　  計 

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

24232221平成20
0

60

65

70

55

64
億
０
０
０
０
万
円 

62
億
４
２
０
０
万
円 

60
億
７
５
０
０
万
円 

■一般会計歳出予算額(当初)の推移 

66
億
９
６
０
０
万
円 

66
億
８
０
０
０
万
円 

【用語の解説】
■自主財源と依存財源　自主財源とは、町税や使用料・手数料、寄附

金など町が自主的に収入する財源です。依存財源とは、国や県の意思

決定に基づき収入されるものなどで、主なものは地方交付税や国庫支

出金、地方債などです。

■義務的経費と投資的経費　義務的経費とは、任意で削減できない経

費（人件費、扶助費、公債費）です。投資的経費とは、施設整備や道

路建設など、支出が社会資本の形成に向けられるものです。

わたしたちが納める税金がどのように使われるのか。また、まちづくりはどのように行われるのか。一般会計を中心

に平成24年度予算のあらましをお知らせします。予算の詳細内容については、総務課（H52・7111）へお問い合わせく

ださい。なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によって合計と一致しない場合があります。

平成平成2424年度年度 一般会計予算一般会計予算

各会計の合計は各会計の合計は140140億億9,5109,510万円万円
6666億億8,0008,000万円万円のまちづくりのまちづくり

一般会計歳入予算 66億8,000万円の内訳一
般
会
計
歳
出
予
算

66
億
８
０
０
０
万
円
の
内
訳

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)
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【議会費】

議会だより発行　　　　　 850千円

【総務費】

行政チャンネル放送　　　　　　　　 28,726千円

自主防災活動支援事業（自主防災組織強化育成、津波

避難タワー調査費ほか） 5,814千円

木造住宅耐震化促進　　　　　　　　　 3,423千円

住宅用太陽光発電システム設置推進　　 2,500千円

自主運行バス（町民バス） 24,037千円

市民活動支援　　　　　　　　　　　　 2,400千円

【民生費】

福祉医療費助成　　　　　　　　　　 158,391千円

国民健康保険特別会計繰出金 90,869千円

後期高齢者医療特別会計繰出金 249,311千円

障がい者自立支援福祉サービス給付　 233,678千円

老人ホーム入所措置　　 27,235千円

人権センター地域福祉・地域交流等　　 3,031千円

子ども手当 402,405千円

放課後児童クラブ運営　　　　　　　 18,158千円

地域子育て支援拠点事業・一時預かり事業費補助

7,920千円

放課後子どもプラン　　　　　　　　　 4,950千円

民間保育所等補助・運営援助　　　　 136,600千円

【衛生費】

救急医療負担金　　　　　　　　　　　 5,634千円

伊勢広域環境組合負担金 122,806千円

菊狭間環境整備施設組合負担金 64,461千円

再生資源回収・集団回収奨励　　　　　 6,700千円

環境センター運営　　　　　　　　　 6,068千円

環境現況調査　　　　　　　　　　　　 3,600千円

各種がん健診　　　　　　　　　　　 21,898千円

予防接種（高齢者インフルエンザほか） 7,964千円

妊婦・乳幼児健診　　　　　　　　　 24,764千円

予防接種（日本脳炎、子宮頸がんほか） 71,100千円

松阪地区広域衛生組合負担金 50,699千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助 32,783千円

【農林水産業費】

緊急雇用・沿岸保安林整備 6,009千円

耕作放棄地対策　　　　　　　　　　　　 100千円

ふるさと水と土・農村環境創造　　　　 1,120千円

松阪飯多農業共済事務組合負担金 16,758千円

【平成24年度一般会計 主要事業の概要】 地域農産物育成対策　　　　　　　　　 2,000千円

水田集積　　　　　　　　　　　　　 9,284千円

戸別所得補償制度推進　　　　　　　 3,854千円

農道舗装工事ほか 14,500千円

幹線排水路整備・浚渫　　　　　　　　 7,000千円

県営湛水防除　　　　　　　　　　　 15,000千円

県営経営体育成基盤整備　　　　　 16,875千円

水産振興対策事業補助　　　　　　　　 1,800千円

下御糸漁港地域水産物供給基盤整備、大淀漁港県単漁

港整備　　　　　　　　　　　　　　 21,325千円

【商工費】

商工会・特産品振興連絡協議会補助 7,100千円

企業誘致促進（事業所設置奨励） 764千円

観光協振興（斎王まつり補助ほか含む） 12,350千円

【土木費】

地籍調査・同スタートアップ 11,329千円

幹線・一般道路維持補修　　 39,700千円

町道改良　　　　 55,500千円

社会資本整備総合交付金事業(坂本前野線、本郷勝見

第二線ほか)        289,307千円

狭あい道路整備　　　　　 30,040千円

都市計画（基礎調査ほか） 5,461千円

公園管理自治会委託 2,613千円

公営住宅管理運営　　　　　　　　　　 4,062千円

【消防費】

松阪地区広域消防組合負担金 299,975千円

消防団活動強化 2,992千円

消防団小型動力ポンプ購入 3,800千円

【教育費】

特別支援教育連携推進　　　　　　　　 1,010千円

幼稚園、小・中学校非常食対策　　　　 307千円

幼稚園施設整備　　　　　　　　　　　 7,700千円

幼稚園就園奨励費補助　　　　　　　 2,154千円

小学校防災施設整備　　　　　　　 11,000千円

小学校施設整備　　　　　　　　　　　 2,391千円

中学校緊急連絡対策　　　　　　　　　　 44千円

小・中学校就学援助　　　　　　　　　 6,719千円

教育集会所事業 1,830千円

公民館施設修繕等（防災） 620千円

埋蔵文化財発掘調査受託 6,000千円

ふるさと会館指定管理委託 21,850千円

スポーツ振興助成　　　　　　　　　 4,250千円

総合体育館指定管理委託 22,000千円→

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 

→
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平成24年度特別会計と水道事業会計（企業会計）予

算のあらましは、各グラフと表のとおりです。各会計予

算の詳細内容については、総務課（H52・7111）へお

問い合わせください。なお、各グラフの構成比の計は、

端数処理によって合計と一致しない場合があります。

繰入金  95,623千円 
  27.8％ 

【斎宮跡保存事業特別会計】 

県支出金 
54,730千円  15.9％ 

繰越金  10千円  0.0% 
諸収入  11千円  0.0% 
寄附金    1千円  0.0%

歳出 3億4,390万円 

国庫支出金 
193,525千円  56.3％ 

総務費  237,111千円  68.9% 
　　　    史跡斎宮跡土地買上げ 

　　　    事業  138,493千円  ほか 
公債費 
106,789千円 
  31.1％ 

歳入 3億4,390万円 

前期高齢者納付金等 
386千円  0.0% 
老人保健拠出金 
20千円  0.0%

介護納付金  135,934千円  5.5%  

【国民健康保険特別会計】 

共同事業拠出金 
277,146千円  11.3%

歳出 24億5,110万円 

国民健康保険税 
522,896千円  21.3％ 

保険給付費 
1,689,244千円 
　68.9％ 

後期高齢者支援金等 
317,109千円  12.9%

国庫支出金 
513,555千円 
  21.0％ 

療養給付費交付金 
195,883千円  8.0%前期高齢者交付金 

649,824千円  26.5％ 

県支出金 
124,681千円 
  5.1％ 

共同事業交付金 
277,142千円 
  11.3％ 

財産収入  1千円  0.0% 
繰入金  165,369千円 
  6.7％ 

繰越金  1,418千円  0.1％ 
諸収入  327千円  0.0% 
 

保健事業費  24,056千円  1.0%  
  保健衛生普及費  2,951千円 

  特定健康診査事業費  20,337千円  ほか 

公債費       100千円  0.0% 
諸支出金  2,105千円  0.1%  
予備費     5,000千円  0.2%

歳入 24億5,110万円 

一部負担金 
  2千円  0.0％ 
    使用料及び手数料 
      2千円  0.0％ 

平
成
24
年
度

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
予
算 

繰入金  2,742千円 
  8.6%

諸収入  2千円 
  0.0%

 

歳出 3,190万円 住宅新築 
資金等貸 
付事業費 
1,083千円 
  3.4%

県支出金 
499千円  1.6%

貸付金等償還収入 
18,657千円  58.5%

繰越金 
10,000千円  31.3%

公債費  30,817千円 
         96.6%

歳入 3,190万円 
【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
】 

特 

別 

会 

計 

  予 算 額  

 6,680,000 

   343,900 

 2,451,100 

    31,900 

   1,334,000 

   244,300 

  1,825,300 

   389,300 

   795,300 

14,095,100

対前年度比 

  0.2％減 

  12.2％減 

  4.3％増 

34.9％減 

154.9％増 

15.8％増 

  1.7％増 

  6.2％増 

11.6％増 

  7.6%増 

　　  会　計　別 

一　   般　   会　   計 

　　斎宮跡保存事業 

　　国 民 健 康 保 険 

　　住宅新築資金貸付事業 

　　農業集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　介　護　保　険 

　　後期高齢者医療 

水  道  事  業  会  計 

総　　　　　　　  計 

■各会計の歳入・歳出予算額 (単位：千円)

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)
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【農業集落排水事業特別会計】 

歳出 13億3,400万円 

分担金及び負担金 
30,881千円  2.3%

公債費 
62,460千円 
  4.7% 
諸支出金 
29,206千円 
  2.2%

使用料及び手数料 
11,517千円  0.9%

国庫支出金 
423,500千円  31.7%

町債 
712,600千円 
  53.4%

財産収入  1千円  0.0% 
繰入金  125,284千円  9.4% 
繰越金  10千円  0.0% 
諸収入  1,002千円  0.1%

 
 

事業費 
1,242,334千円 
  93.1% 
　施設建設事業 

  （上御糸・下御糸地区） 

　  1,202,834千円  ほか 

歳入 13億3,400万円 

県支出金 
29,205千円  2.2%

公債費 
114,158千円 
  46.7%

 
歳出 2億4,430万円 

分担金及び負担金 
1,000千円  0.4%

国庫支出金 
11,500千円  4.7% 
県支出金 
1,191千円  0.5%  

町債  55,700千円 
  22.8%

繰入金  134,880千円 
         55.2%

繰越金   
10千円  0.0% 
諸収入     
2千円  0.0%

 

 事業費   
 130,142千円  53.3% 
　宮川流域下水道事業負担金 

　  56,016千円 

　管路建設事業費   

　  27,983千円  ほか 

歳入 2億4,430万円 

使用料及び手数料 
40,017千円 
  16.4%

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】 

 

【介護保険特別会計】 

 

公債費     100千円  0.0% 
諸支出金  402千円  0.0% 
予備費   1,000千円  0.1%  

歳出 18億2,530万円 

保険料  352,482千円 
  19.3%

国庫支出金   
412,940千円 
  22.6%

支払基金交付金   
510,059千円  27.9%

総務費 
37,432千円 
  2.1%

県支出金   
262,060千円 
  14.4% 
財産収入   
1千円  0.0%

   保険給付費 
1,746,109千円 
      95.7%

繰入金   
283,877千円 
  15.6%

繰越金  3,776千円  0.2% 
諸収入    105千円  0.0%

地域支援事業費   
40,257千円  2.2% 
  介護予防事業 

    12,833千円 

  総合相談事業 

     7,131千円 ほか 

歳入 18億2,530万円  

後期高齢者医療 
広域連合納付金 
377,050千円 
96.9%  

公債費         1千円  0.0％ 
諸支出金  202千円  0.1％ 
予備費   1,000千円  0.3％ 

 

総務費 
11,047千円  2.8%

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】 

後期高齢者医療保険料 
139,107千円 
  35.7%

繰入金 
249,311千円 
    64.0%

繰越金  877千円  0.2% 
諸収入      4千円  0.0%

 

歳入 3億8,930万円 

使用料及び手数料 
1千円  0.0%

 

歳
出 

３
億
８
９
３
０
万
円 

  
   

■水道事業会計(企業会計)予算 

 

 

 

   

　区　　分       予  算  額 

収益的収入 
水道事業収益 
　営業収益 
　営業外収益 
　特別利益 
収益的支出 
水道事業費用 
　営業費用 
　営業外費用 
　特別損失 
　予備費 

 
358,000千円 
353,436千円 
4,563千円 
1千円 

 
344,500千円 
271,062千円 
71,438千円 
1,000千円 
1,000千円 

 

 
資本的収入 
資本的収入 
　企業債 
　他会計補助金 
　出資金 
　工事負担金 
　雑収入 
資本的支出 
資本的支出 
　建設改良費 
　企業債償還金 

 
294,700千円 
213,800千円 
8,797千円 
41,911千円 
30,191千円 

1千円 
 

450,800千円 
298,456千円 
152,344千円 

 

　区　　　分　　予  算  額 

特集 平成24年度予算
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 
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まちの話題
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

明
和
町
チ
ー
ム

町
の
部
で
７
位
と
健
闘

【
第
５
回
美
（
う
ま
）
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
】

２
月
19
日
、
津
市
の
県
庁
前
か

ら
伊
勢
市
の
県
営
陸
上
競
技
場
ま

で
の
10
区
間
、
42
・
１
９
５
キ
ロ

を
コ
ー
ス
に
「
第
５
回
美
（
う
ま
）

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開

催
さ
れ
、
県
内
の
全
29
市
町
の
チ

ー
ム
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。明

和
町
か
ら
も
、
小
学
生
児
童

か
ら
一
般
ま
で
代
表
選
手
が
出

場
。
そ
の
結
果
、
出
場
29

チ
ー
ム
中
19
位
、
町
の
部

で
は
15
チ
ー
ム
中
７
位
、

ま
た
５
区
（
40
歳
以
上
男

子
）
の
森
川
雅
夫
選
手
が

町
の
部
で
区
間
賞
を
獲
得

す
る
な
ど
、
冬
空
の
下
、

沿
道
の
声
援
に
応
え
健
闘

し
ま
し
た
。

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
監
督
＝
山
口
勝
司
（
斎

宮
）
、
コ
ー
チ
＝
土
井
一

輝
（
竹
川
）
、
選
手
　
１

区
（
小
学
生
女
子
、
１
・

28
キ
ロ
）
＝
村
田
有
唯

（
大
淀
）、
中
北
祐
梨
（
八

木
戸
）
、
２
区
（
小
学
生

男
子
、
１
・
85
キ
ロ
）
＝

澤
村
　
樹
（
明
星
）
、
田

中
悠
貴
（
上
野
）
、
３
区

（
中
学
生
女
子
、
３
・
76

キ
ロ
）
＝
辻
　
咲
菜
（
明

星
）、
瀬
川
真
唯
（
斎
宮
）、

４
区
（
中
学
生
男
子
、
５
・
65
キ

ロ
）
＝
長
谷
川
眞
也
（
中
村
）
、

北
村
侑
輝
（
浜
田
）
、
５
区
（
40

歳
以
上
男
子
、
４
・
６
キ
ロ
）
＝

森
川
雅
夫
（
蓑
村
）
、
福
井
健
二

（
斎
宮
）、
６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
、

６
・
36
キ
ロ
）
＝
辻
　
雄
汰
（
斎

宮
）、
鈴
木
大
貴
（
南
藤
原
）、
７

区
（
一
般
女
子
、
２
・
89
キ

ロ
）
＝
西
口
侑
希
（
養
川
乙
）
、

乾
　
琴
美
（
明
星
）
、
８
区
（
20

歳
以
上
女
子
、
３
・
43
キ
ロ
）
＝

太
田
朱
音
（
明
星
）
、
島
真
奈
美

（
金
剛
坂
）、
９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女

子
、
５
・
95
キ
ロ
）
＝
山
口
彩
詠

（
斎
宮
）、
須
賀
結
希
乃
（
根
倉
）、

10
区
（
20
歳
以
上
男
子
、
６
・
43

キ
ロ
）
＝
松
川
　
亮
（
上
野
）
、

田
畑
成
紀
（
金
剛
坂
）

明
和
町
チ
ー
ム
の
選
手
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
写
真
は
い
ず
れ
も
明
和
町
体
育
指
導
委
員
提
供

県庁前をスタートする選手の皆さん

【
６
月
２
・
３
日

第
30
回
斎
王
ま
つ
り
】

斎
王
役
に

新
茶
屋
出
身
の
松
本
さ
ん

子
ど
も
斎
王
役
に

津
市
の
高
山
さ
ん

本
年
６
月
２
日(

土)

・
３
日(

日)

に
開
催
さ
れ
る
「
第
30
回
斎
王

ま
つ
り
」
の
斎
王
役
選
考
会
が
、
３
月
11
日
に
い
つ
き
の
み
や
歴
史

体
験
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
選
考
会
に
は
、
事
前
の
書
類
審
査
を
通
過
し
た
県
内
外

の
20
人
が
参
加
。
結
果
、
明
和
町
新
茶
屋
出
身
で
大
学
３
年
生
の
松

本
夢
歩
さ
ん
（
京
都
府
京
田
辺
市
、
学
年
は
３
月
時
点
）
が
斎
王
役

に
選
ば
れ
、
前
回
の
ま
つ
り
で
斎
王
役
を
務
め
た
竹
内
あ
ず
み
さ
ん

（
明
和
町
坂
本
）
か
ら
、
桧
扇
（
ひ
お
う
ぎ
）
が
新
・
斎
王
役
の
松

本
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
３
月
４
日
に
子
ど
も
斎
王
役
に
選
ば
れ
た
高
山
華
奈
さ

ん
（
津
市
、
小
学
校
４
年
生
、
学
年
は
３
月
時
点
）
も
と
も
に
紹
介

さ
れ
、
松
本
さ
ん
は
「
憧
れ
の
斎
王
さ
ま
に
選
ば
れ
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
素
敵
な
ま
つ
り
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
」
、

ま
た
高
山
さ
ん
は

「
当
選
は
と
て
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

『
わ
た
し
も
な
り
た

い
』
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
子
ど
も

斎
王
を
演
じ
た
い
」

と
、
ま
つ
り
に
向
け

た
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負

を
話
し
て
い
ま
し

た
。

写
真
右
か
ら
、
新
し
い
斎
王

役
の
松
本
さ
ん
と
子
ど
も
斎

王
役
の
高
山
さ
ん
。
写
真
と

記
事
内
容
は
斎
王
ま
つ
り
実

行
委
員
会
提
供



9

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 まちの話題

広報めいわ ４月号
平成24年
(2012年)

２
月
26
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

南
側
の
梅
林
周
辺
を
会
場
に
「
第

８
回
い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
梅
の
花
が
見

ご
ろ
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
町

明和町マスコットキャラクター「めい姫」も登場

斎宮跡観光協議会主催 第８回いつきのみや梅まつり

会場に登場した斎王・女官と明和町マスコットキャラクター「めい姫」の着ぐる
み。写真は明和町観光協会提供

開花した梅の花

内
の
各
種
団
体
等
で
構
成
す
る
斎

宮
跡
観
光
協
議
会
が
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
毎
年
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
外
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が

訪
れ
た
会
場
で
は
、
明
和
町
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
姫
」

の
着
ぐ
る
み
お
披
露
目
を
は
じ

め
、
伊
勢
街
道
ウ
ォ
ー
ク
、
梅
の

種
飛
ば
し
大
会
、
斎
王
ビ
ン
ゴ
、

斎
宮
毬
杖
（
ぎ
っ
ち
ょ
う
）
、
斎

王
（
い
つ
き
）
の
舞
や
特
産
品
販

売
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、

会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

明和町消防団 村井さんに
三重県知事 消防功績章

西井・小竹さんに 同 消防精勤章

このほど、明和町消防団第５分団（下御糸）

分団長の村井幸雄さんが「三重県知事表彰・消

防功績章」を、また、第４分団（上御糸）分団

長の西井　崇さんと第５分団副分団長の小竹行

哉さんが「三重県知事表彰・消防精勤章」をそ

れぞれ受章されました。

消防団の皆さん、日ごろの訓練をはじめ、火

災や防災など消防団活動ありがとうございます。

このたびは、各章の受章おめでとうございます。

なお、村井さんと西井さんは３月31日をもっ

て消防団を退団されました。長い間、消防団活

動にご尽力いただきありがとうございました。

３
月
４
日
、
明
和
町
総
合
体
育

館
で
「
第
14
回
明
和
町
火
災
予
防

啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
３
月
１
日
〜
７

日
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
広
く
町
内
の
皆
さ

ん
に
火
災
予
防
へ
の
認
識
を
深
め

て
も
ら
い
、
そ
の
啓
発
を
図
ろ
う

と
明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
一
雄
団

長
）
が
毎
年
こ
の
時
期
に
主
催
。

大
会
に
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
家
な
ど
で
つ
く
る
男
女
混
合

20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
５
ブ
ロ
ッ

明
和
町
消
防
団
主
催

火
災
予
防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
男
女
混
合
20
チ
ー
ム
が
参
加
・
当
日
は
啓
発
パ
レ
ー
ド
も
】

ク
に
分
か
れ
て
１
チ
ー
ム
４
人
制

の
リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
明
和
町
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
町
内
で
火
災
予
防
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
消

防
団
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

結
果
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ
ー
ム
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
A
ブ
ロ
ッ
ク
＝
な
で
し
こ
B
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
＝
Z
O
O
、
C
ブ
ロ

ッ
ク
＝
ア
ル
マ
ダ
、
D
ブ
ロ
ッ

ク
＝
B
M
W
、
E
ブ
ロ
ッ
ク
＝
チ

ロ
ル

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

火
災
予
防
啓
発
パ
レ
ー
ド
の
様
子
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まちの話題
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
更
生
保
護

女
性
の
会
（
永
島
せ
い
子
会
長
、

会
員
80
人
）
が
更
生
保
護
奨
励
賞

を
受
賞
、
３
月
２
日
に
明
和
町
中

央
公
民
館
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

更
生
保
護
奨
励
賞
は
、
公
益
財

団
法
人
日
立
み
ら
い
財
団
が
更
生

保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
法
務
省
の
推
薦
を

受
け
て
全
国
各
地
の
更
生
保
護
関

係
団
体
に
贈
呈
。
今
回
の
受
賞
は

県
内
で
は
４
番
目
で
、
更
生
保
護

女
性
の
会
の
地
道
で

模
範
的
な
日
ご
ろ
の

活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
平
成
８
年
５
月
に
結

成
さ
れ
た
明
和
町
更
生
保
護
女
性

の
会
で
は
、
毎
年
の
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
へ
の
協
力
を
は
じ

め
、
更
生
施
設
訪
問
や
行
事
参
加
、

保
護
司
会
の
社
会
参
加
活
動
協

力
、
研
修
会
の
開
催
や
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
に
あ
た
り
永
島
会
長
は

「
今
回
の
受
賞
は
前
会
長
の
野
畑

久
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
会
員
皆
さ

ん
が
積
み
重
ね
て
き
た
活
動
の
成

果
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て

受賞伝達式の様子（３月２日、中央公民館で）

明
和
町
更
生
保
護
女
性
の
会
が

更
生
保
護
奨
励
賞
を
受
賞

伊
勢
街
道
散
策
「
屋
号
」
マ
ッ
プ
が
完
成

【
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
ま
ち
づ
く
り
会
の
皆
さ
ん
が
作
成
】

こ
の
ほ
ど
、
三
重
県
松
阪
県
民
セ
ン
タ
ー
と
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街

道
ま
ち
づ
く
り
会
（
永
島
　
喬
会
長
、
会
員
21
人
）
の
皆
さ
ん
が
協
働

で
作
成
し
た
、
旧
伊
勢
街
道
（
県
道
伊
勢
小
俣
松
阪
線
）
沿
い
の
屋
号

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
国
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
散
策
『
屋

号
』
マ
ッ
プ
（
A
３
版
両
面
２
色
印
刷
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
既
存
の
国
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
散
策
マ
ッ
プ

（
平
成
22
年
２
月
完
成
、
旧
伊
勢
街
道
沿
い
の
史
跡
や
名
所
・
旧
跡
な
ど

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
と
あ
わ
せ
て
、「
明
和
町
を
訪
れ
る
皆
さ

ん
に
、
当
時
の
賑
わ
い
に
想
い
を
は
せ
て
も
ら
お
う
」
と
、
三
重
県
の

街
道
等
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
の
一
環
で
作
成
。
会

員
自
ら
撮
影
し
た
写
真
や
、
会
員
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
沿
道
沿
い
屋
号
や
各
所
の
「
ま
ち
か
ど

博
物
館
」
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

国
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
散
策
「
屋
号
」
マ
ッ
プ
は
、
旧
伊
勢
街

道
沿
い
の
ま
ち
か
ど
博
物
館
や
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
、
国
史
跡

斎
宮
跡
休
憩
所
「
い
つ
き
茶
屋
」

な
ど
に
備
え
、
希
望
者
に
配
布
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
史
跡
斎
宮

跡
・
伊
勢
街
道
ま
ち
づ
く
り
会
事

務
局
（
明
和
町
役
場
斎
宮
跡
・
文

化
観
光
課
内
、1
52
・
７
１
３
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
し
た
。
明
和
町
更
生
保
護
女

性
の
会
の
皆
さ
ん
、
こ
の
た
び
は

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

辻
さ
ん

中
西
さ
ん

全
国
大
会
へ
出
場

３
月
７
日
、
斎
宮
の
辻
　
雄
希

さ
ん
（
明
和
中
学
校
２
年
生
）
と

金
剛
坂
の
中
西
理
緒
さ
ん
（
皇
學

館
高
等
学
校
１
年
生
、
学
年
は
い

ず
れ
も
３
月
時
点
）
が
町
役
場
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
大
会
出

場
を
中
井
町
長
に
報
告
し
ま
し

た
。辻

さ
ん
は
、
所
属
す
る
少
年
硬

式
野
球
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、

３
月
25
〜
27
日
に
岡
山
県
倉
敷
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
ヤ
ン
グ

リ
ー
グ
春
季
大
会
」
に
、
ま
た
中

西
さ
ん
は
、
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
の
一
員
と
し
て
、
３
月
24
〜
27

日
に
広
島
県
広
島
市
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
23
年
度
第
40
回
記
念
全

国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
「
全
国
大
会
で
は
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
、

辻
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
初
の
全
国
制

覇
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。
試
合

で
は
楽
し
く
明
る
い
プ
レ
ー
に
努

め
ま
す
」
、
中
西
さ
ん
は
「
周
り

の
皆
さ
ん
の
応
援
に
応
え
、
１
回

で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
応
え
て

い
ま
し
た
。

少
　
　
年

硬
式
野
球

高
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン

写
真
右
か
ら
、
町
長
の
激
励
に
応
え
る
辻

さ
ん
と
中
西
さ
ん

野
の
花
の
会
が

東
日
本

大
震
災
支
援
金
を
寄
託

野
の
花
の
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
・
復
活
の
笛
コ
カ
リ

ナ
と
う
た
で
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト

（
２
月
４
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

講
堂
）
の
収
益
金
12
万
９
４
３
１

円
を
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
の
た
め
に
と
、
東
日
本
大
震

災
コ
カ
リ
ナ
＆
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
寄
託
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 完成した旧伊勢街道の屋号

マップを手にする永島会長
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平成24年４月見直し  明和町役場の新しい組織(課・事務局)のご案内 
※職員配置（異動）については本紙５月号でお知らせします。詳しくは、総務課(電話：52-7111)へお問い合わせください。 

 課・事務局、電話番号 

防災企画課 

電話：52-7110、52-7112 

総　務　課 
(選挙管理委員会事務局) 
電話：52-7111 

税　務　課 

電話：52-7113、52-7143 

斎宮跡・文化観光課 

電話：52-7126、52-7138 

人権生活環境課 

電話：52-7114、52-7117 

　人権センター 

　電話：55ｰ3052 

福祉子育て課 

電話：52-7115 

長寿健康課 

電話：52-7116 

農水商工課 

電話：52-7118 

まち整備課 

電話：52-7119 

 

上下水道課 

電話：52-7120 

会　計　課 

電話：52-7121 

教　育　課 
(教育委員会事務局) 
電話：52-7123、52-7124 

議会事務局 
(監査委員事務局) 
電話：52-7122 

農業委員会事務局 

電話：52-7149

係　　名 

防　災　係 

企画情報係 

総　務　係 

財　政　係 

収税管理係 

課　税　係 

文 化 財 係 

文化観光係 

人権啓発係 

環境・住民協働係 

 

戸籍住民係 

福　祉　係 

子 育 て 係 

健康ほけん係 

高齢者福祉係 

農林商工係 

農水基盤係 

管　理　係 

工　務　係 

土地利用係 

上 水 道 係 

下 水 道 係 

会　計　係 

 

教　育　係 

生涯学習係 

庶務議事係 

 

農　地　係 

　　　　　　　　　　　　 主　な　担　当　事　務 

消防、防災、防災無線 

総合計画、行政改革、広域行政、統計、広報、行政チャンネル、広聴 

人事、選挙、秘書 

財政 

税金の収納管理、税務諸証明 

町税の課税一般(町民税、固定資産税、軽自動車税等)、税務諸証明 

斎宮跡ほか文化財、いつきのみや歴史体験館、史跡公園 

観光振興、文化観光まちづくり 

人権啓発、人権相談、男女共同参画、人権センター 

自治会、町民バス、地域づくり、消費者行政、防犯、交通安全、公害、廃棄物 

(ごみ)対策、環境保全、畜犬登録 

戸籍、住民登録、印鑑登録 

児童、母子、心身障がい者等福祉、生活保護 

保育所、子育て支援、児童クラブ 

国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、健康づくり、各種検診、献血 

介護保険、高齢者福祉 

農林業振興、緑化、企業誘致、商工振興、雇用対策 

水産業振興、土地改良、漁港 

河川、町営住宅、公園 

道路、橋 

建築確認、開発、都市計画、地籍調査 

上水道 

下水道、合併浄化槽、し尿処理 

収納事務全般 

 

学校教育行政、学校関係施設管理、人権教育 

生涯教育、社会教育事業の推進、社会体育事業の推進、青少年健全育成 

議会、監査 

 

農地、農業委員会 

 

 

くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

４
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁

予
定
日
の
お
知
ら
せ

４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
平
日
に
役
場
の
ご
利
用

が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日

曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
予
定
日
時

４
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１

時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」

が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細

内
容
は
、
事
前
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
://w

w
w
.

to
w
n
.m
eiw
a.m
ie.jp

/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課

（
1
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日(

日)

は
、
通
常
ど

お
り
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

町
の
組
織
見
直
し
に
伴
う
庁

舎
事
務
所
内
の
配
置
換
え
作

業
に
よ
っ
て
、
ご
来
庁
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７

０
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
74

億
６
０
４
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
総
務
費
＝
１
５
５
２
万
５
千
円

減
額

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
使
用

料
減
額
な
ど

▽
民
生
費
＝
６
３

７
４
万
３
千
円
減
額

子
ど
も
手

当
減
額
な
ど
　
▽
衛
生
費
＝
３
４

６
８
万
７
千
円
減
額

伊
勢
広
域

環
境
組
合
負
担
金
減
額
、
予
防
接

種
委
託
料
減
額
な
ど
　
▽
農
林
水

産
業
費
＝
３
２
５
７
万
円
増
額

八
木
戸
排
水
機
場
ポ
ン
プ
修
繕
工

事
費
ほ
か
増
額
、
県
営
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
（
斎
宮
地
区
）

負
担
金
増
額
な
ど
　
▽
商
工
費
＝

１
３
１
９
万
５
千
円
減
額
　
大
淀

工
業
団
地
環
境
整
備
事
業
工
事
費

ほ
か
減
額
な
ど
　
▽
土
木
費
＝
４

７
７
９
万
８
千
円
減
額

農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
減

額
な
ど
　
▽
消
防
費
＝
７
７
６
万

５
千
円
減
額

松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
負
担
金
減
額
な
ど
　
▽
教

育
費
＝
１
４
０
４
万
８
千
円
減
額

幼
稚
園
臨
時
教
諭
賃
金
減
額
、
斎

宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

減
額
な
ど
　
▽
公
債
費
＝
98
万
７

千
円
減
額

償
還
金
利
子
減
額
な

ど
　
▽
諸
支
出
金
＝
２
億
３
２
１

７
万
８
千
円
増
額

教
育
・
福
祉

施
設
建
設
基
金
積
立
金
増
額
、
一

般
財
政
調
整
基
金
積
立
金
増
額
な

ど※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
歳
入
補
正
予
算
の
内
容
は
、
地

方
交
付
税
２
億
１
０
０
０
万
円
増

額
、
国
庫
支
出
金
４
７
１
３
万
３

千
円
減
額
、
県
支
出
金
８
３
３
万

３
千
円
増
額
、
寄
附
金
70
万
円
増

額
、
繰
入
金
１
億
８
１
４
０
万
２

千
円
減
額
、
繰
越
金
４
７
５
０
万

２
千
円
増
額
、
諸
収
入
９
７
０
万

円
増
額
、
町
債
１
９
３
０
万
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
各
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
の
歳
出
・
支
出
補
正

予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

82
万
３
千
円
減
額
（
総
額
３
億
９

９
２
３
万
１
千
円
）
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
事
業
費
減
額
な
ど

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
１

５
８
８
万
７
千
円
増
額
（
総
額
23

億
６
９
１
０
万
４
千
円
）
一
般
被

保
険
者
高
額
療
養
費
増
額
な
ど

▽
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
＝
１
４
６
３
万
円
減
額
（
総
額

８
億
１
５
３
２
万
円
）
管
路
建
設

工
事
費
ほ
か
減
額
な
ど

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
＝

５
７
０
万
６
千
円
減
額
（
総
額
２

億
１
５
５
９
万
４
千
円
）
宮
川
流

域
下
水
道
負
担
金
減
額
な
ど

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
２
１
０

０
万
５
千
円
減
額
（
総
額
17
億
８

８
６
６
万
６
千
円
）
施
設
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
減
額
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
金
増
額
な
ど

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
＝

33
万
８
千
円
増
額
（
総
額
３
億
６

６
３
８
万
１
千
円
）
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
減
額

▽
水
道
事
業
会
計
＝
収
益
的
支
出

４
５
７
万
９
千
円
減
額
（
総
額
３

億
４
０
１
５
万
円
）
南
勢
水
道
受

水
費
減
額
な
ど
、
資
本
的
支
出
３

０
９
０
万
円
減
額
（
総
額
３
億
５

７
９
７
万
６
千
円
）
建
設
改
良
費

減
額
な
ど

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
議
案

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
７
日
か
ら
23
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業

会
計
予
算
（
詳
細
内
容
は
本
紙
２
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を

は
じ
め
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
教
育
・
福
祉
施
設
建
設

基
金
積
立
金
の
増
額
な
ど
）、
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、

課
設
置
条
例
改
正
（
詳
細
内
容
は
本
紙
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

な
ど
を
審
議
し
、
議
案
35
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

課
設
置
条
例
改
正
議
案
な
ど

35
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
24
年

第
１
回

明
和
町
議
会
定
例
会

一

般

会

計

の

補

正

特
別
会
計
等
の
補
正

そ

の

ほ

か

の

議

案

くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

平成24年 第１回明和町議会 臨時会
平成24年第１回明和町議会臨時会が２月22日に行

われました。可決された議案は次のとおりです。

【承認】専決処分した事件の承認について　三重県市

町公平委員会共同設置規約の一部を変更する規約

【議案】平成23年度農管工ー７農業集落排水事業（上

御糸・下御糸地区）管路施設工事　志貴（集）１工

区請負契約の変更

【
町
民
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

明
和
町
内
の
公
共
交
通
で
あ
る
「
町
民
バ
ス
」
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
利
用
に
よ
る
「
地
域
の
公
共
交
通
は
み
ん
な
で
支

え
る
」
環
境
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
通
勤
、
通

学
や
買
い
物
な
ど
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
町
民
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
町
民
バ
ス
の
ご
利
用
運
賃
は
１
人
１
回

１
０
０
円
（
大
人
・
子
ど
も
も
同
額
、
た
だ
し
小
学
生
未
満
の
人
は
無
料
）

で
す
。
ま
た
、
お
得
な
回
数
乗
車
券
（
11
枚
つ
づ
り
１
０
０
０
円
）
を
町
民

バ
ス
の
車
内
ま
た
は
明
和
町
役
場
人
権
生
活
環
境
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
町
民
バ
ス
の
時
刻
表
は
、
明
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\http:/

/
w
w
w
.

to
w
n
.m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
人
権
生
活
環
境
課
窓

口
ま
た
は
町
民
バ
ス
な
ど
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人
権
生
活

環
境
課
（
1
52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
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くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 

住民基本台帳法が７月９日から改正され、外
国人住民の皆さんにも日本人と同じく「住民基
本台帳法」が適用されることになります。
今回の法改正による主な変更点は次のとおり
です。
●日本人と外国人とで構成される世帯の全員が
記載された証明書（住民票の写しなど）が発
行可能になります。
●転出の際には日本人と同様に転出手続きが必
要となり、転入時には転出証明書が必要とな
ります。
●在留資格や在留期間の変更について、従来は
地方入国管理局と市区町村の両方に必要だっ
た届出が地方入国管理局のみへの届出で済み

ます。
※５月ごろに、外国人登録原票を備えている市
区町村で外国人住民の皆さんの住民票を作成し、
その内容を本人に世帯単位で通知しますのでご
確認ください。
※総務省ホームページの「外国人住民に係る住
民基本台帳制度について」（\h t t p : / / w w w .
soumu . go . j p /ma i n _ so s i k i / j i c h i _ g youse i
/c -gyouse i / za i r yu .h tm l）に、日本語のほか、
英語、中国語（簡体字版・繁体字版）、韓国語、
ポルトガル語、スペイン語に翻訳された案内が
掲載されていますので参考にしてください。
※詳しくは、人権生活環境課（152・7114）へ
お問い合わせください。

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
る
個
人
や
法
人
の

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

こ
の
固
定
資
産
税
算
出
の
基
と
な
る
土
地
と
家
屋
の
評
価
額
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
、

こ
の
期
間
の
価
格
の
変
動
に
対
応
し
評
価
額
を
見
直
す
制
度
を
「
評
価
替
え
」
と
い
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
こ
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
基
準
と
な
る
土
地
の
価
格
の

再
計
算
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
評
価
額
に
反
映
し
ま
す
。
ま
た
在
来
家
屋
に
つ
い
て
は
、
建
築

後
の
年
数
経
過
に
よ
る
「
経
年
減
点
補
正
率
（
最
低
率
20
％
）」
を
乗
じ
て
評
価
額
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
①
土
地
の
地
目
を
変
更
（
農
地
か
ら
宅
地
へ
な
ど
）
、
②
土
地
の
負
担
水
準
（
負
担
水

準
＝
平
成
９
年
度
か
ら
、
評
価
替
え
に
よ
っ
て
土
地
の
価
格
が
高
騰
し
た
と
き
に
、
税
額
が
急
に
増
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
負
担
調
整
措
置
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
「
地
価
の
動
向
」

と
「
税
額
」
は
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
、
③
住
居
用
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
土
地
を
所
有
、

④
新
築
家
屋
の
特
例
措
置
の
期
限
終
了
、
な
ど
に
よ
っ
て
も
税
額
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
や
税
額
計
算
な
ど
、
詳
し
く
は
４
月
中
旬
に
発
送
す
る
「
納
税
通
知
書
」

を
ご
持
参
の
う
え
、
税
務
課
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月９日から「外国人住民の住民基本台帳制度」がスタート
同時に「外国人登録制度」は廃止になります　人権生活環境課　152・7114

※
４
月
号
作
成
工
程
の
都
合
で
掲

載
で
き
な
か
っ
た
案
件
は
、
本
紙

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▽
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
松

阪
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▽
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

▽
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

▽
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

▽
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て▽
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
三
重

県
自
治
会
館
組
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例

▽
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
共

•



14

くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

国民年金
のお知らせ

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
役
場
長
寿
健
康
課

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
松
阪

市
宮
町
17
―
３
）
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き◇

　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
、

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
H
０

５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
４
９
８
０
円
で

す
。所

得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

【
平
成
24
年
度
保
険
料
月
額
１
万
４
９
８
０
円
】

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」
ま
た
は
「
４
分
の
１
」
「
半

額
」
「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付

と
な
り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り

ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が

そ
の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満

の
人
で
、
本

人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。こ

の
猶
予
さ

れ
た
期
間
は
、

老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
役
場
長
寿
健
康
課
（
H
52
・

７
１
１
６
）
、
ま
た
は
松
阪
年
金

事
務
所
（
H
０
５
９
８
・
51
・
５

１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を

離
職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配

偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
（
会
社
員
・
公
務
員

な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万

円
未
満
）

被
保
険
者

種
別
変
更

【
若
年
者
納
付
猶
予
】
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ４月号
平成24年
(2012年)

介
護
保
険
料
は
、
介
護
が
必
要

な
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
賄

う
た
め
に
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
今
後
３
年
間
（
平

成
24
〜
26
年
度
）
の
給
付
費
や
地

域
支
援
事
業
費
の
推
計
に
基
づ

き
、
第
５
期
明
和
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
お
い
て
、
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
介
護
保

険
料
基
準
額
を
「
月
額
５
３
９
２

円
」
に
改
定
し
ま
し
た
。

こ
の
保
険
料
基
準
額
の
改
定
に

伴
い
、
平
成
24
年
４
月
以
降
の

「
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
」
は

下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
所
得
段
階
を
「
６
段
階
」
か
ら

「
10
段
階
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
変
更
は
、
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
に
所
得
の
低

い
階
層
を
設
定
し
た
ほ
か
、
高
所

得
者
の
段
階

を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
に
応
じ

た
負
担
で
介

護
保
険
制
度

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者 

課税年金収入　80万円以下(～800,000円) 

額と合計所得　 

金額の合計額　 
　　　　　　　120万を超える(1,200,001円～) 

課税年金収入　80万円以下(～800,000円) 

額と合計所得　 

金額の合計額　 

　　　　　　　125万円未満(～1,249,999円) 

　　　　　　　125万円以上190万円未満 
　　　　　　　(1,250,000円～1,899,999円) 

　　　　　　　190万円以上500万円未満 
　　　　　　　(1,900,000円～4,999,999円) 

　　　　　　　500万円以上(5,000,000円～)

１段階 

２段階 
 
 

負担割合 

基準額×0.5 

基準額×0.5 
 
 
 

 

月額保険料 

2,696円 

2,696円 

 

 

 

 

町
民
税
非
課
税
世
帯 

町
民
税
課
税
世
帯 

町
民
税
非
課
税 

本
　
　
　
人 

 

町
民
税
課
税 

本
　
　
　
人 

区　　　　　分 

※保険料額は年額で決定します。上表の月額保険料はあくまでも目安です。 

■介護保険  第５期  第１号被保険者  所得段階別保険料　※保険料基準額＝月額5,392円 

80万円を超え120万円以下 
(800,001円～1,200,000円) 
 

80万円を超える(800,001円～) 

 
 

合計所得金額 

3,370円 

4,044円 

4,475円 

5,392円 

 
6,066円 

6,740円 

 

 

基準額×0.625

基準額×0.75 

基準額×0.83 

基準額×1.0 

 
基準額×1.125 

基準額×1.25 

 

 

３段階(新設) 
 

４段階 

５段階 

６段階 

 
７段階(新設) 

８段階 

 

 8,088円 

9,436円 

基準額×1.5 

基準額×1.75

９段階 

10段階(新設)

第
５
期
（
平
成
24
〜
26
年
度
）

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の

介
護
保
険
料
基
準
額
を
５
３
９
２
円
に
改
定

を
支
え
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

※
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７

１
１
６
）
へ
、
ま
た
同
保
険
料
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
H

52
・
７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介護保険

町長日曜座談会　４月22日・５月20日

明和町では、町民の皆さんと町長

の直接対話や情報交換を通して、そ

の声を積極的に町政に取り入れてい

くため、毎月１回「町長日曜座談会」

を実施しています。４月と５月の日

程等は次のとおりです。

■日時＝①４月22日(日) 午前９時

～正午…申込期限＝４月16日(月)、②５月20日(日) 午前９

時～正午…申込期限＝５月14日(月) ■場所＝役場庁舎２階

町長室　■対象＝町内に在住する人、または町内に在住・在

勤する人で構成する各種団体・グループなど　■申し込み＝

所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記入のうえ、

防災企画課へ提出してください。（土曜日と祝日を除く。午前

８時30分～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。詳し

くは、防災企画課（152・7112）へお問い合わせください。

明
和
町
介
護
者
の
会
で
は
、
日

ご
ろ
の
介
護
の
経
験
や
感
じ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
介
護
を
受
け
る
側

の
思
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ

く
「
介
護
者
の
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
や
費
用
は
一
切

不
要
で
す
。
ほ
っ
と
ひ
と
息
、
そ

ん
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
14
日
に

明
和
の
里
で
介
護
者
の
会
を
開
催

【
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

明
和
町
介
護
者
の
会
】

■
日
時
　
４
月

14
日
;

午
前

10
時
〜

■
場
所

明
和

の
里

■
対
象

介
護

を
し
て
い
る

人
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
H
52
・
７
０
５
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

明
和
町
で
は
、
環
境
美
化
啓
発

や
、
町
内
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

「
明
和
町
環
境
美
化
協
力
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
」
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

環
境
美
化
協
力
員
制
度
は
、
不

法
投
棄
を
抑
制
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が
で
き

る
社
会
環
境
の
創
造
、
そ
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
衆

衛
生
に
対
す
る
関
心
・
清
掃
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
創
設
し
た
も
の
で
す
。

環
境
美
化
に
関
心
の
あ
る
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
協
力
員
に
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
職
務
内
容

お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
。
①
清
掃
事
業
に
つ
い

て
の
地
域
住

民
に
対
す
る

啓
発
、
②
不

法
投
棄
に
対

す
る
監
視
お

よ
び
通
報
、

③
土
地
ま
た

は
建
物
の
管

理
が
甚
だ
し

く

不

衛

生

で
、
地
域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
場
合
の
通
報
、
④
そ
の
ほ
か
、

清
掃
保
持
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
の
通
報
、
⑤
必
要
に
応
じ
て
開

催
す
る
情
報
お
よ
び
意
見
交
換
会

な
ど
へ
の
参
加

■
登
録
資
格

町
内
在
住
で
、
清

掃
問
題
に
深
い
関
心
を
持
つ
満
20

歳
以
上
の
人

■
任
期

特
に
設
け
ま
せ
ん

■
報
酬
な
ど

①
報
酬
は
支
給
し

ま
せ
ん
、
②
帽
子
・
腕
章
な
ど
を

貸
与
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

所
定
の
登
録
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
人
権

生
活
環
境
課
へ
提
出

※
登
録
申
請
書
は
、
人
権
生
活
環

境
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
明
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
\h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.

m
e
i
w
a
.m
i
e
.j
p
/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
登
録
募
集

随
時
受
け
付
け

（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
1
52
・
７

１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

環
境
美
化
啓
発
・
町
内
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

環
境
美
化
協
力
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の

登
録
者
を
募
集

1（  　0） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 0（  ー5） 

9（ー13） 1（  　0） 

8（  ー7） 

【町内の治安情勢　平成24年１月１日～31日、概数】 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣ねらい 

忍び込み 

部品ねらい 

車上ねらい 

オートバイ盗 

自転車盗 

そ の 他 

合　　計 

平成24年１月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

68件 

12件 

16人 

0人 

56件 

68件 

12件 

16人 

0人 

56件 

ー1件 

5件 

8人 

0人 

ー4件 

【町内の交通事故発生状況　平成24年２月14日現在】 

平成24年１月 
からの累計 

【最大震度別地震回数　平成24年２月１日～29日】 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※明和町役場に設置の計測震度計による。

 ※ 

196 83 24 6 1 1 0 0 0 311

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後
が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生
物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁
を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な
固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量で、汚濁
が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝mg/L

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

10.0

9.8

8.1

3.6

5.4

7.4

7.5

8.0

6.6

採水日（平成24年２月８日） 

祓　川（下御糸橋） 0.5未満 

0.9

1.3

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

【集会所等の禁煙または空間分煙にご協力を】
健康増進法第25条では、学校や集会場など

多数の人が利用する施設の管理者は、禁煙や

空間分煙などによって「受動喫煙を防止する

ための必要な措置」を講じる努めがあること

を規定しています。自治会公民館などの禁煙

または空間分煙の推進に、ご理解とご協力を

お願いします。

明
和
町
で
は
、
次
の
と
お
り
税

務
課
徴
収
事
務
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
職
種
と
募
集
予
定
人
数

明
和

町
役
場
税
務
課
徴
収
事
務
員
、
１

人■
勤
務
内
容

町
税
、
料
金
お
よ

び
使
用
料
の
徴
収
事
務

■
勤
務
曜
日
と
時
間

毎
月
、
指

定
し
た
世
帯
を
訪
問
し
て
町
税
等

を
徴
収

■
雇
用
期
間

平
成
24
年
５
月
か

ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
（
以
後
、

１
年
更
新
）

■
賃
金

基
本
給
月
額
６
万
円
、

そ
の
他
歩
合
給
制
と
交
通
費
７
５

０
０
円

■
応
募
方
法

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き)

を
貼
っ
て
、
４
月
20

日
:
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
ま
た

は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

５
１
５
│
０
３
３
２
　
明
和
町
大

字
馬
之
上
９
４
５
番
地
　
明
和
町

役
場
税
務
課
徴
収
事
務
員
を
募
集
し
ま
す

【
応
募
は
４
月
20
日
ま
で
に
】

役
場
　
税
務
課
（
1
52
・
７
１
４

３
）
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ４月号
平成24年
(2012年)

日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
な
海
岸
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
機
関
紙
の
発

行
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
「
大
淀
（
お
い
ず
）
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
（
西
岡
　
厚
代
表
）」

で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
大

淀
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
海
岸
の
清
掃
作
業
の
ほ

か
、
流
木
ア
ー
ト
や
大
道
芸
人
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族

や
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日

５
月
６
日
5

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
当
日

５月６日に 大淀海水浴場で
大淀海岸クリーンアップ大作戦
【大淀ビーチクリーン主催】

午
前
７
時
に
明
和
町
防
災
無
線
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
場
所

大
淀
海
水
浴
場
・
同
休

憩
所
付
近

■
内
容
・
時
間
等

①
受
付
＝
午

前
８
時
〜
（
大
淀
海
水
浴
場
休
憩

場
付
近
）
、
②
清
掃
作
業
＝
午
前

９
時
15
分
〜
（
大
淀
海
水
浴
場
）、

③
イ
ベ
ン
ト
＝
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
３
時
（
同
休
憩
場
付
近
）

■
後
援

明
和
町
、
三
重
県

■
そ
の
他

軍
手
や
ご
み
袋
な

ど
、
清
掃
作
業
に
必
要
な
も
の
は

当
日
受
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
1
52
・
７

１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

前回の大淀海岸クリーンアップ大作戦（分別作業）の様子

明
和
町
で
は
、
平
成
24
年
度
の

畜
犬
（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
を
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

生
後
３
カ
月
（
91
日
）
以
上
の

畜
犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
の

登
録
」
と
「
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
」
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

畜
犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、

獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別
途
受
け

て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
必
ず
こ

の
機
会
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
と
場
所

上
表

の
と
お
り

■
対
象

生
後
３
カ
月

（
91
日
）
以
上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

①
畜
犬
登
録

（
未
登
録
の
人
だ
け
）
＝
手
数
料

３
０
０
０
円
、
②
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
＝
予
防
注
射
料
３
２
０
０

円
、
問
診
は
が
き
（
登
録
犬
の
み

送
付
済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料

は
、
で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら

な
い
よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
咬
傷
事
故
等
の
責
任
は
明

和
町
で
一
切
負
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
1
52
・
７

１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

畜
犬(

飼
い
犬)

登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

【
４
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で

町
内
各
所
で
】

 

日              時 
 
午前10時00分～11時30分 
 
午後１時00分～２時30分 
 
午前10時00分～11時30分 
 
午後１時00分～２時00分 
 
午後２時30分～３時30分 
 
午前９時00分～10時00分 
 
午前10時30分～11時30分 
 
午後１時00分～２時30分 

                  場              所 
 
みいと会館(下御糸地区コミュニティーセンター) 
 
ふれあい会館(上御糸地区コミュニティーセンター) 
 
明星会館(明星地区コミュニティーセンター) 
 
北野公民館　※本年度から新たに場所設定 
 
牛場公民館 
 
有爾中区公民館(旧さくら会館) 
 
金剛ヶ丘中央公園 
 
大淀会館(大淀地区コミュニティーセンター)

４月11日 
         (水)

 
４月12日 
         (木)

 
４月13日 
         (金)

【畜犬登録と狂犬病予防集合注射の日時と場所】 

※前年度と比べ、日時と場所の設定を変更していますのでご注意ください。 

【犬を飼われる人へ 飼い主のマナーを守りましょう】
犬の飼い主のマナーについて、次のような苦情

が寄せられています。

①犬のふんの後始末をしない。②犬を放し飼いに

する。③犬の鎖などを外して散歩させる。④犬が、

公園や他人の土地・農作物などを荒らす。
犬を飼うときは、近隣や周囲の人に迷惑をかけ

ることなく、楽しく快適にペットと暮らすために

も、飼い主としてのマナーを守りましょう。

※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働

（152・7117）へお問い合わせください。また、
飼えなくなった犬や猫の相談は、松阪保健所

（10598・50・0529）へお問い合わせください。
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くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

◎支援等内容のご案内
■利用対象 身体・知的・精神障がいのある人、その

家族・支援関係者　

■支援等の内容 ①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の

相談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申

請手続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワ

ーク、特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネ

ットワークづくり等

■場所 保健福祉センター内　明和町障がい者生活支

援センター

■開設日時 月～金曜日（祝日を除く）、午前８時30分

～午後５時15分

◎ご活用ください「へるぷかーど」
明和町障が

い者生活支援

センターVこ

こUでは、毎

月ここトーク

を開催し、当

事者や支援者

の皆さんと意

見交換を行って

います。平成23年度に行ったここトークの防災をテー

マにした意見交換の中で「災害に備え、障がい者が被

災したときに支援を受けるにはどのようなことができ

るか」を考え、このたび「へるぷかーど」を作成しま

した。

へるぷかーどは、首から

ぶら下げる名札に名前や連

絡先などを記入したカードを入れて、何かあったとき

にそのカードを見て保護者に連絡してもらったり、避

難所などで必要な支援内容を伝えるものです。へるぷ

かーどが必要な人は、VここUへお問い合わせくださ

い。なお、カードケースの実費分として100円が必要で

す。

◎４月11日(水)にここトークを開催
明和町障がい者生活支援センターVここUでは、次

のとおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どう

ぞお気軽にご参加ください。

■日時と場所 ４月11日(水) 午後７時～８時30分、

保健福祉センター１階多目的室

■対象 障がいのある人、その家族や支援者

■内容 障害者手帳交付の際にお渡ししている「障が

い者福祉のてびき」の活用について

■参加申込期限 ４月６日(金)

◎ここサロン年間予定のお知らせ
■５月＝パン作り、６月＝三重県スポレク祭への参加、

10月＝ハイキング、平成25年２月＝食事会と音楽療

法

※ここサロンの詳しい内容は、随時お知らせします。

※支援等内容、ここトークの申し込み等、詳しくは明

和町障がい者生活支援センターVここU（明和町保健

福祉センター内、152・7127、I52・7128、N

sh ien@town .me iwa .m ie . jp）へお問い合わせくださ

い。

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障

がい者生活支援センターVここU」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、

地域で安心して生活できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支

援等の業務を行っています。

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター VここU 1 52・7127

専門の相談支援員が支援等を
行っています

へるぷかーど

４
月
21
日
に

公
民
館
講
座
開
講
式

開
講
行
事
に
は

一
般
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
を

明
和
町
中

央
公
民
館
で

は
、
平
成
24

年
度
公
民
館

講
座
の
開
講

式
と
開
講
行

事
を
次
の
と

お
り
行
い
ま

す
。
開
講
行

事
に
は
、
受
講
生
以
外
の
一
般
の
皆

さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆

さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
21
日(

土)

午
前
９
時

30
分
〜
（
受
け
付
け
＝
９
時
15
分
〜
）

■
場
所

中
央
公
民
館
大
集
会
場

■
内
容
と
時
間

開
講
式

午
前
９

時
30
分
〜
、
開
講
行
事

①
講
演
会

（
演
題
＝
過
去

現
在

未
来
、
講
師
＝

鳥
羽
水
族
館
名
誉
館
長
・
中
村
幸
昭

さ
ん
）
＝
午
前
10
時
〜
、
②
三
重
県

か
る
た
協
会
　
百
人
一
首
「
競
技
か

る
た
模
範
試
合
」
＝
午
前
11
時
15
分

〜
正
午

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
1

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



19

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ４月号
平成24年
(2012年)

明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
大
字

上
村
１
４
１
９
）
で
は
、
平
成
24

年
度
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

て
開
催
す
る
２
歳
児
ア
イ
ラ
ン
ド

な
ど
各
教
室
の
参
加
者
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
２
歳
児
ア
イ
ラ
ン
ド
】

■
内
容
　
１
年
間
、
親
子
で
楽
し

く
遊
び
ま
す
。

■
開
催
日
時

５
月
17
日
9
・
18

日
:
以
降
、
毎
月
第
１
・
第
３
の

木
曜
日
と
金
曜
日
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

※
ご
都
合
の
よ
い
曜
日
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
対
象

町
内
在
住
の
２
歳
児

（
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
と
そ
の
保

護
者

■
募
集
人
数

定
員
な
し

■
参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
お

や
つ
代
が
別
途
必
要
で
す
）

【
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
】

■
内
容
　
１
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
体
力
と
意
欲

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

５
月
19
日
;

以

降
、
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
、

子
ど
も
た
ち
対
象
各
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
】

お気軽に
ご参加を

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

■
対
象

町
内
在
住
の
５
歳
児

（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
小
学
校
就

学
１
年
前
の
幼
児
）

■
募
集
人
数

16
人

■
参
加
費

無
料

【
図

画

教

室
】

■
内
容
　
１
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

題
材
で
絵
を
描
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

５
月
12
日
;

以

降
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
対
象

町
内
在
住
の
小
学
生
児

童■
募
集
人
数

20
人

■
参
加
費

無
料

【
各
教
室
共
通
事
項
】

■
場
所

明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み

福
祉
子
育
て
課

（
1
52
･
７
１
１
５
）
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限

４
月
20
日
:

※
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
・
図

画
教
室
と
も
に
、
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。◇

　
　
　
　
　
◇

※
各
教
室
の
内
容
等
、
詳
し
く
は

明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
1
52
･

２
５
１
９
）
ま
た
は
福
祉
子
育
て

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未就園児と保護者の皆さん ご利用ください

【明和町子育て支援センター いちごクラブ】
明和町子育て支援センター・いちごクラブは、保育所や幼稚園に未就園の子どもと

その保護者の皆さんにご参加いただき、各種行事などを通じて一緒にお話ししたり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情

報交換ができる場です。いちごクラブでは、各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

◎おはなし会＝■日時 ４月12日(木) 午前10時30分～11時（毎月第２木曜日）、■定員と申し込み 定員なし、申し込み不

要　◎栄養相談＝■日時 ４月13日(金) 午前10時～11時、■内容 離乳食など子どもの栄養相談、■申し込み 参加を希

望する人は前日までに電話で申し込み　◎クッキングをしよう＝■日時 ４月17日(火) 午前10時～11時、■定員と申し込

み 定員15人、参加を希望する人は電話で申し込み　◎みんな集まれ＝■日時 ４月19日(木) 午前10時～11時、■定員と

申し込み 定員15人、参加を希望する人は電話で申し込み　◎赤ちゃん集まれ～＝■日時 ４月24日(火) 午前10時～11時、

■対象・定員と申し込み １歳６カ月児までの子どもと保護者・定員10人、参加を希望する人は電話で申し込み　◎こいの

ぼりを作ろう＝■日時 ４月26日(木) 午前10時～11時（申込者多数の場合は、翌27日(金)にも開催する予定です）、■定員

と申し込み 定員15人、参加を希望する人は電話で申し込み　

※場所はいずれもいちごクラブです。詳しくは、いちごクラブ（1080・4155・0291＝平日の午前８時30分～午後５時、\

ht tp : //www.toyotsuj idou .com）へお問い合わせください。

【いちごクラブ概要】■行事等の対象者＝未就園の子どもとその保護者の皆さん、■所在＝認可保育所・明和ゆたか保育園

（大字斎宮3535ー1）２階、■開所日時＝土・日曜日と祝日・年始を除く平日の午前９時～正午・午後１時～３時

ドドンコドン！会員(打ち手)を随時募集
【明和太鼓保存会】

昭和63年発足の明和太鼓保存会（高場一浩会長、一般

会員12人・子ども会員15人）では、会員（和太鼓の打ち

手、小学生から一般まで）を次のとおり随時募集していま

す。

■対象 小学生児童から一般

■練習日・場所 ①一般会員（中学生から一般）＝毎週水

曜日の午後８時～10時、②子ども会員（小学生）＝毎

週土曜日の午後６時～８時、場所はいずれも明和町担い

手センター

■年会費 一般会員＝2,000円、子ども会員＝1,000円

※スポーツ保険は、保存会負担で加入いただけます。

■活動内容 例年の斎王まつり出演をはじめ、町内外の施

設訪問やイベント出演等

※練習の見学や入会等について、詳しくは明和太鼓保存会

会長の高場さん（152・1038）へお問い合わせください。
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人権センター・教育課

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同

僚
な
ど
が
倒
れ

た
と
き
、
あ
な

た
に
で
き
る
応

急
手
当
の
講
習

会
（
普
通
救
命

講
習
会
）
を
次

の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

４
月

22
日
5

午
前

９
時
〜
正
午

■
場
所

松
阪
市
川
井
町
１
０
０

１
番
地
１
　
松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当
の
重

要
性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手

当
（
心
肺
蘇
生
法
＝
成
人
に
対
す

る
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

30
人

■
募
集
期
間

４
月
５
日
9
〜
18

日
8
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

消
防
本
部
、
明
和

消
防
署
ま
た
は
最
寄
の
消
防
署
・

分
署
で
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
。
ま
た
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松
阪

消
防
」、
\h

ttp
://w

w
w
.m
ie-

m
a
ts
u
s
a
k
a
1
1
9
.jp
/

）
か

ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
松
阪
中
消
防
署
救
急
係

（
1
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ ４月号

平成24年
(2012年)

ヨ
ガ
の
連
続
講
座
の
参
加
者
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヨ
ガ
の

連
続
講
座
「
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う
！
」

の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
、
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
た
ゆ
っ
く

り
と
し
た
呼
吸
で
、
軽
く
体
を
動

か
し
て
体
質
改
善
を
目
指
し
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
共

有
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
18
日
8
、
以
降
原

則
と
し
て
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜

日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
と
定
員

町
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
人
、
30
人
（
先

着
順
）

■
講
師

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
　
世
古
口
さ
お
り
さ
ん

■
参
加
費

年
間
２
３
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

■
参
加
申
込
期
間

４
月
10
日
7

平 成 2 4 年 度 人 権 セ ン タ ー
各種講座・行事開催(予定)のお知らせ

人権センターでは、手作り教室や体験教室など各種講座、行事を開催して

います。平成24年度（５月以降）は次の講座等の開催を予定しています

（都合によって、内容等を変更することがあります。あらかじめご了承くだ

さい)。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

■５月 ①かすあわせを作ろう、②初夏の寄せ植え

■６月 ①浴衣を着よう！、②ふれあいツアー、③

伊勢型紙で作る夏の色紙、④相可高校料理教室

（男の料理・魚料理）、⑤塩麹（こうじ）を作ろう、

⑥陶芸教室

■７月 ①夏色ケーキを作ろう、②アロマ体験、③いばら饅頭（まんじゅう）

を作ろう、④夕涼み会

■８月 ①ふれあいツアー（京都人権歴史紀行）、②伊勢型紙で秋を飾ろう、

③点字体験教室

■９月 パン作り基本編

■10月 ①交流祭、ツボ押しで腰痛対策

■11月 ①塩麹（こうじ）で楽しむ家庭料理、②陶芸教室（干支の置物）、

③伊勢型紙で作る干支飾り、④ふれあいツアー

■12月 ①クリスマスの寄せ植え、②しめ縄作り、③ミニ門松を作ろう、④

お菓子作り教室、⑤相可高校料理教室（クリスマス料理）

■平成25年１月 ①和菓子作りとお茶の入れ方教室、②我が家のあられを作

ろう、③陶芸教室

■２月 ①春の寄せ植え、②ふれあいツアー、③雛（ひな）ケーキを作ろう

■３月 ①かすあわせを作ろう、②相可高校料理教室（春のおもてなし料理）

※このほか、ヨガ講座、連続人権講座、ビデオ鑑賞会等の開催を予定してい

ます。詳しくは、人権センター（155・3052）へお問い合わせください。

〜
13
日
:

※
申
込
期
間
中
、
各
日
と
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
直
接
ま
た
は

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１

人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
１
人
分

の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ４月号
平成24年
(2012年)

太極拳サークル

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
自
主
運
営
し
て
い
た
だ

く
各
種
サ
ー
ク
ル
を
、
次
の
と
お

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
会
員
の
申
し
込
み

は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
（
H
55
・
３

０
５
２
）
で
直
接
ま
た
は
電
話
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
人
権
セ
ン

タ
ー
の
自
主
運
営
サ
ー
ク
ル
の
活

動
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
】

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
に
、
体
力

づ
く
り
や
友
だ
ち
つ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
太
極
拳
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が

流
れ
て
い
ま
す
。

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

【
着
付
け
サ
ー
ク
ル
】

年
９
回
、
開
催
月
の
第
２
土
曜

日
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
「
前
結
び
」
と

い
う
帯
結
び
の
手
法
で
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
、
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
着
付
け
を
学
ん
で

い
ま
す
。

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

【
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
】

毎
週
水
曜
日
を
除
く
平
日
の
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
に
、
主
に
手

芸
や
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
編
む
か

ご
や
小
物
作
り
を
し
な
が
ら
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
毎
回
参
加
か
ら
月
１
回
参

加
ま
で
、
各
自
の
都
合
に
合
わ
せ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

実
費

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おしゃべりサロン 着付けサークル

人
権
セ
ン
タ
ー
自
主
運
営
サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

【
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
】

松
阪
地
区
防
火

協
会
で
は
、
平
成

24
年
度
前
期
危
険

物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
四
類
）

を
受
験
さ
れ
る
人
を
対
象
に
、
消
防
法
令
を
は
じ
め
基

礎
的
な
物
理
・
化
学
、
危
険
物
の
性
質
や
消
火
方
法
に

つ
い
て
、
予
備
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

５
月
23
日
8

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
松
阪
市
嬉
野
町
１
４
２
９
番
地
１
　
嬉
野
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
　

■
定
員

90
人

■
テ
キ
ス
ト

１
４
０
０
円
（
希
望
者
に
販
売
）

■
申
込
期
間

４
月
12
日
9
〜
５
月
22
日
7
（
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課
（
H
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
２
）

予
備

講
習
会
を
開
催

【
松
阪
地
区
防
火
協
会
】

前
期
危
険
物
取
扱
者

試
験(

乙
種
第
四
類)

安 全 性 確 認 の た め に
学校施設等の放射線を測定

明和町では、先の福島第一原子力発電所の事故を受け、町立

の各小・中学校、幼稚園、保育所施設の安全性確認のために放

射線測定器を購入し、このほど各施設で放射線の測定を行いま

した。

測定は、一定時間滞在したときにどの程度の放射線を受ける

かを測定する「空間放射線量」と、土壌などの放射線量を測定

する「土壌放射線量」の２種類で、各施設の測定結果は右表の

とおりです。いずれの施設の測定値も、文部科学省などが定め

る基準値以下となっています。

 

なりひら保育所 

２月９日・晴れ 

ささふえ保育所 

２月15日・曇り 

みどり保育所 

２月13日・曇り 

旭ヶ丘幼稚園 

２月17日・晴れ 

双葉幼稚園 

２月20日・晴れ 

斎宮幼稚園 

２月21日・晴れ 

曙幼稚園 

２月22日・晴れ 

大淀小学校 

２月24日・晴れ 

上御糸小学校 

２月17日・晴れ 

下御糸小学校 

２月20日・晴れ 

斎宮小学校 

２月21日・晴れ 

明星小学校 

２月22日・晴れ 

修正小学校 

２月24日・晴れ 

明和中学校 

２月16日・晴れ 

明和町各保育所、幼稚園、小・中学校 
施 設 の 放 射 線 量 測 定 結 果  

※測定値の単位　①空間放射線量＝マイクロシーベルト／時間 
　　　　　　　　②土壌放射線量＝ベクレル／平方センチメートル 

空間放射線量 

土壌放射線量 

測定値 
0.15 
0.14 
0.17 
0.09 
0.15 
0.15 
0.12 
0.18 
0.14 
0.10 
0.21 
0.19 
0.08 
0.22 
0.18 
0.10 
0.25 
0.18 
0.18 
0.30 
0.23 
0.07 
0.16 
0.16 
0.08 
0.21 
0.19 
0.10 
0.20 
0.21 
0.10 
0.17 
0.17 
0.16 
0.18 
0.20 
0.07 
0.16 
0.17 
0.09 
0.17 
0.17

備　考 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
園庭 地上50cm 
園庭 地上１cm  
園庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上50cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm 
校庭 地上100cm 
校庭 地上１cm  
校庭 地上100cm

施設名、測定日・天候 測定内容 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 

空間放射線量 

土壌放射線量 
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お知らせ
広報めいわ　　 ４月号

平成24年
(2012年)

【
春
の
室
生
寺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の

参
加
者
を
募
集

事
前
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す

明
和
町

と
明
和
町

楽
し
く
歩

こ
う
会
で

は
、
健
康

ウ
ォ
ー
ク

「
春
の
室

生
寺
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
、

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
等

５
月
13
日
5

集

合
＝
午
前
８
時
15
分
、
解
散
＝
午

後
５
時
ご
ろ
予
定
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所

近
鉄
斎
宮
駅
ま
た

は
明
星
駅
（
集
合
場
所
の
各
駅
は
、

参
加
者
が
申
し
込
み
時
に
任
意
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

■
行
き
先
と
コ
ー
ス

奈
良
県

室
生
寺
、
近
鉄
室
生
口
大
野
駅
〜

室
生
寺
の
約
６
キ
ロ

■
対
象

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

■
参
加
費

２
６
０
０
円
（
近
鉄

乗
車
券
、
拝
観
料
、
旅
行
保
険
料
、

事
務
費
等
）

※
た
だ
し
、
帰
路
の
室
生
寺
〜
近

鉄
室
生
口
大
野
駅
の
バ
ス
代
は
、

路
線
バ
ス
の
た
め
各
自
別
途
負
担

が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
、
タ
オ
ル
等
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

必
要
な
も
の

■
参
加
申
し
込
み

４
月
28
日
;

の
午
前
９
時
〜
11
時
の
間
に
、
参

加
費
を
添
え
て
明
和
町
役
場
１
階

研
修
室
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

剣
道
ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
10
日
・
14
日
・
17

日
・
21
日
・
24
日
・
28
日
・
31

日
、
６
月
４
日
・
７
日
・
11
日

（
各
月
・
木
曜
日
、
計
10
回
）、
時

間
は
い
ず
れ

も
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

30
分

■
場
所

総

合
体
育
館
剣
道
場

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
１
年

生
〜
中
学
校
３
年
生

■
募
集
人
員

先
着
10
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間

４
月
13
日
:

〜
22
日
5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
13
日
・
20
日
・
26

日
、
６
月
３
日
・
10
日
・
24
日
、

７
月
８
日
・
15
日
（
各
土
・
日
曜

日
、
計
８
回
）
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所

上
御
糸
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
４
〜

６
年
生

■
募
集
人
員

先
着
20
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間

４
月
16
日
6

〜
24
日
7

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
13
日
・
20
日
・
27

日
、
６
月
３
日
・
17
日
、
７
月
１

日
・
８
日
・
15
日
（
各
日
曜
日
、

計
８
回
、
予
備
日
＝
７
月
22
日
・

29
日
、
８
月
５
日
）
、
時
間
は
い

ず
れ
も
午

前
９
時
30

分
〜
午
後

５
時
30
分

（
１
ス
ク

ー
ル
１
時
間
×
６
ク
ラ
ス
）

■
場
所

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
の

小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

■
募
集
人
員

先
着
72
人
（
１
ク

ラ
ス
12
人
×
６
ク
ラ
ス
）

■
参
加
費

町
内
＝
１
０
０
０

円
、
町
外
＝
２
０
０
０
円

■
保
険
料

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間

４
月
17
日
7

〜
25
日
8

女
性
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時

５
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
６
月
11
日
・
25
日
、
７
月
２

日
・
９
日
・
23
日
（
各
月
曜
日
、

計
８
回
、
予
備
日
＝
７
月
30
日
、

８
月
６
日
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者

町
内
・
近
隣
市
町
の

初
心
・
初
級
者
の
女
性

■
募
集
人
員

先
着
12
人

■
参
加
費

町
内
＝
４
０
０
０

円
、
町
外
＝
５
０
０
０
円

■
保
険
料

１
８
５
０
円

■
申
込
受
付
期
間

４
月
９
日
6

〜
19
日
9

※
各
教
室
の
日
程
・
会
場
等
は
事

情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
先
は
明
和
町
総
合
体

育
館
で
す
。
各
教
室
の
申
込
受
付

期
間
中
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時
）
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

参
加
費
と
保
険
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
習
会
・
教
室
参
加
者
募
集

◎
E
M
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
E
M
ぼ
か
し
作
り
講
習
会
」
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
E
M
ぼ
か
し
を
使
っ
て
、

家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
か
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
21
日
;

午
前
10

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５

３
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
持
ち
物

フ
タ
付
き
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝

70
セ
ン
チ
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

•

剣
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
テ
ニ
ス

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

明 和 町
体育協会
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 お知らせ

広報めいわ　　 ４月号
平成24年
(2012年)

【
４
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

４
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除

く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
１
期
分
、
固
定
資
産
税
＝
第

１
期
分

■
納
期
限
＝
５
月
１
日(

火)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
４
月
27
日(

金)

に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

４
月
10
日(

火)

、
４
月
24
日(

火)

、
各
日
と
も
午
後
５
時
15
分

〜
８
時
30
分
　
■
場
所
と
内
容

税
務
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相

談◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

４
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
（
各
日
曜
日
）、
各

日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　
■
場
所
と
内

容

会
計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
1
52
・
７
１
４

３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

４
月
19
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
本
町
２
１
７
６

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

情
報
資
料
室

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

松
阪
市
と
松
阪
地
区
歯
科
医
師

会
で
は
、
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格

平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
「
３
歳
６
カ
月
健
診
」
を
受
診

し
た
、
健
康
で
よ
い
歯
を
お
持
ち

の
親
子

■
応
募
先

松
阪
市
歯
科
セ
ン
タ

ー
（
1
０
５
９
８
・
26
・
４
７
９

１
、
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）

■
応
募
締
め
切
り

４
月
27
日
:

※
応
募
し
た
人
に
は
、
歯
の
審
査

日
程
が
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

「
三
重
詩
人
」
創
刊
60
周
年

記
念
行
事
の
お
知
ら
せ

三
重
詩
話
会
で
は
、
同
会
が
発

行
す
る
「
三
重
詩
人
」
の
創
刊
60

周
年
記
念
行
事
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
５
日
;
（
こ
ど
も

の
日
）
正
午
〜
午
後
７
時
、
５
月

６
日
5

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

松
阪
市
本
町
２
１
７
６

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
ホ
ー
ル
、
小
研
修
室

■
内
容

記
念
講
演
（
５
月
５

日
＝
詩
人
・
長
谷
川
龍
生
さ
ん
、

５
月
６
日
＝
三
重
大
学
人
文
学
部

教
授
・
尾
西
康
充
さ
ん
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
）、
詩
の
朗
読
会
、
詩
の
教
室
、

三
重
詩
人
・
詩
集
等
の
展
示

■
入
場

無
料

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
三
重
詩
話
会
代
表

の
加
藤
千
香
子
さ
ん
（
1
０
５
９

８
・
23
・
８
１
７
５
）
へ
お
問
い

親
と
子
の

よ

い

歯

■
定
員

20
人

■
参
加
費

無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み
受

け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。
参
加

申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
伊
勢

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
1
０
５
９

６
・
38
・
２
８
０
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
」
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
に
同

教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

で
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス
と
日
時

①
コ
ー
ス
＝

６
〜
10
月
の
第
１
・
第
３
水
曜

日
、
②
コ
ー
ス
＝
６
〜
10
月
の
第

１
・
第
３
木
曜
日
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ■
持
ち
物

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ミ
シ
ン

■
対
象
と
定
員

こ
れ
ま
で
に
同

教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

人
、
各
コ
ー
ス
10
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
、
抽
選
日
時
＝
５
月
10
日
5

午
後
１
時
か
ら
公
開
抽
選
）

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
参
加
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
５
月
７
日

6
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
伊

勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
〒
５
１

５
│
０
５
０
５
　
伊
勢
市
西
豊
浜

町
６
５
３
）
へ
郵
送
で
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
1
０
５
９
６
・
38
・
２

８
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

•

※
優
秀
者
は
、
歯
の
健
康
ま
つ
り

２
０
１
２
（
６
月
10
日
5

午
後

０
時
30
分
〜
・
松
阪
市
子
ど
も
支

援
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
表
彰
さ
れ

ま
す
。
応
募
方
法
の
詳
細
等
、
詳

し
く
は
松
阪
市
歯
科
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
４
月
12
日

9
＝
平
成
21
年
９
月
生
ま
れ
、
②

５
月
24
日
9
＝
平
成
21
年
10
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９

時
30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
４
月
６
日

:
＝
平
成
22
年
９
月
生
ま
れ
、
②

５
月
11
日
:
＝
平
成
22
年
10
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１

時
30
分

■

持

ち

物

母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票

【
３
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
・
対
象
児

①
４
月
13
日

:
＝
平
成
20
年
９
月
生
ま
れ
、
②

５
月
18
日
:
＝
平
成
20
年
10
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

４
月
26
日
9

、

乳
幼
児
（
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

■日時と内容 ①４月２日(月) 午前９時30分～正午＝行政相談・

心配ごと相談、②４月16日(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと

相談、③５月７日(月) 午前９時30分～正午＝行政相談・心配ご

と相談、④５月21日(月) 午後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へお問い合

わせください。

４月と５月の行政相談・心配ごと相談

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費生活に

関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設します。皆さ

ん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①４月10日(火)、②５月８日(火) 時間は、各日とも午

前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（152・7114）

へお問い合わせください。

４月と５月の「消費生活相談」窓口の開設

お知らせ
広報めいわ　　 ４月号

平成24年
(2012年)

〜

10

時

30

分
、
②
午
後

１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■

持

ち

物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

日程と場所 
 

４月26日(木) 

５月19日(土) 

６月24日(日) 

７月10日(火) 

９月２日(日) 

11月22日(木) 

12月16日(日) 

平成25年　  
２月２日(土) 

 
保健福祉      
      センター 

               内容と時間 
 
胃がん検診　　 　午前８時00分 
※１　　　　　　　 　～10時00分 
　　　　　　　　　※2/2は行いません。 
 
　　 　①エコー　午前９時30分 
　　　　検査　　　 　～11時00分 
　　　　　　　　 ※5/19、9/2、12/16、 
　　　　　　　　　　　2/2は午前とあわせて 
　　　　　　　　　　　午後１時～２時30分も 
　　　　　　　　　　　実施します。 
　 
　　 　②マンモ　午後１時00分 
　　　 　グラフィ            ～２時30分 
　　　　 検査  　 ※4/26、5/19、12/16、 
　　　　　　　　　　　2/2は午後とあわせて 
　　　　　　　　　　　　午前９時30分～11時も 
　　　　　　　　　　　実施します。 
　　　　　　　 
子宮頸がん検診    午後１時00分 
　　　　　　　　　　～２時00分 

   対象と定員 
 
30歳以上、50人 
※２ 
 
 
20歳以上、40人 
※４ 
 
 
 
 
 
40歳以上で昭和 
偶数年生まれの 
人、40人 
※４ 
 
 
 
20歳以上、80人 
 

※
３ 

乳
が
ん
検
診 

料金 
 

1,000円 
 
 
 

700円 
 
 
 
 
 
 

700円 
 
 
 
 
 
 

700円 

【各種がん検診の日程等】※詳しくは、別途配布するチラシをご覧ください。 

※１  胃がん検診を受診する人は、前日午後９時以降の飲食をしないでください。 
※２  胃がん検診は、胃や大腸の手術をした人は受診できません。 
※３  乳がん検診を受診する人は、当日バスタオルを持参してください。 
※４  乳がん検診は、授乳中の人や豊胸術を行った人は受診できません。また、マンモグ 
　ラフィは２年に１度の受診で、平成24年度は昭和の偶数年生まれの人のみ受診できます。 

 

【年に１度はがん検診を受診しましょう】

各種がん検診のお知らせ　予約は４月16日(月)から
が
ん
は
、
早
期
発
見
や
治
療
に

よ
っ
て
治
る
可
能
性
が
大
き
く
高

ま
る
と
と
も
に
、
患
者
の
肉
体

的
・
精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽

減
も
期
待
で
き
ま
す
。

明
和
町
で
は
、
各
種
が
ん
検
診

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
年
に

一
度
は
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
日
程
等

右
表
の
と
お
り

■
受
診
予
約
受
け
付
け

４
月
16

日
6
以
降
（
土
曜
日
と
祝
日
を
除

く
）
、
長
寿
健
康
課
（
1
52
・
７

１
１
６
）
へ
申
し
込
み

※
各
種
が
ん
検
診
は
、
定
員
に
な

り
次
第
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を

締
め
切
り
ま
す
。

※
年
間
の
各
種
が
ん
検
診
に
つ
い

て
、
随
時
受
診
予
約
の
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。
年
間
日
程
等
、
詳

し
く
は
別
途
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

長
寿
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

２月中の
主な増減

総人口：23,193人 出生：16人

男：11,184人 死亡：17人

女：12,009人 転入：47人

世帯数：8,114世帯 転出：42人

３月の人口

人 の う ご き
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、人権生活環境課（152・7117）へお問い合わせください。 

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を

次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則と

して年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月

５日に締め切ります。募集要件など詳細内容については、防災企

画課（152・7112）へお問い合わせください。
【広告枠の大きさと広報紙発行１回あたりの掲載料金】

■裏表紙面(４色印刷)   ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円

■中　　面(２色印刷)   ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集

●読み聞かせ
ふるさと会館では、子ども

たちを対象とした「読み聞か

せ」を次のとおり行います。

【てんとうむしの読み聞かせ】

■日時と場所 ４月14日(土)

午後２時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所 ４月22日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「そら はだかんぼ」「どろんこ ハリー」、

紙芝居「おたまじゃくしの１０１ちゃん」

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ】

■日時と場所 ４月26日(木) 午前11時～、１階児童室

●ワークショップ「似顔絵プレゼント」
■日時 ４月22(日) 午前10時～正午

■場所 ２階多目的室

■プレゼンター 橋本博行さん

■定員と参加費用 20人、無料

■対象 どなたでもご参加いただけます。

※参加の際は事前の申し込みが必要です。申し込みは４

月７日(土)～19日(木)に先着順で受け付けます。

●４月の休館日 ２日(月)、９日(月)、16日(月)、23日

(月)、27日(金)…月末館内整理日、30日(月、振替休日)

※ふるさと会館の開館時間は、休館日を除く平日は午前

９時30分～午後７時、土・日曜日と祝日は午前９時30分

～午後５時30分です。

※各催し等につ

いて、詳しくは

ふ る さ と 会 館

（152・7131）

へお問い合わせ

ください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

お知らせ
広報めいわ　　 ４月号

平成24年
(2012年)

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【児童虐待相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　1059・231・5666

【ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　1059・231・5600

■警察安全相談電話　 1059・224・9110 ♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　10598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　10598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

●平安装束の試着体験
【要予約】
平安装束を試着してみませ

んか。お友達やカップル、親

子などの皆さんのご予約をお

待ちしています。

■日時 １日２回　①午前10

時30分～、②午後２時～

■参加費 ①大人用装束　十

二単（ひとえ、女性用）、直

衣（のうし、男性用）＝各

2,500円、②子ども用装束　水干（すいかん）、細長（ほ

そなが）、汗衫（かざみ）＝各1,000円

■定員・装束 各回１組２人まで。装束は、十二単・直

衣・細長・汗衫・水干から２種類をお選びください。

毎月第３日曜日は、家族試着デーとして各回１組４人ま

でご参加いただけます。

●機織り体験【要予約】
高機（たかはた）を使

って、ランチョンマット

など麻織物を作る体験で

す。地機（じばた）で、

絹糸の機織りもできま

す。初めての人も、お気

軽にご参加ください。

■日時 ４月４日(水)、４月21日(土)、時間は各日とも、

①午前の部＝午前10時～正午、②午後の部＝午後１時

30分～３時30分

■定員と参加費 各回とも麻４人・絹２人、1,500円

※各催しの参加申し込み

等、詳しくはいつきのみ

や歴史体験館（152・

3890）へお問い合わせ

ください。

平安装束の試着体験

機織り体験の様子

いつきのみや歴史体験館からお知らせ
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

広
報
め
い
わ
No.534  平

成
24年

(2012年
) ４
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

４月26日(木) 
  ～５月２日(水)

４月12日(木) 
        ～18日(水)

３月29日(木) 
  ～４月４日(水)

４月５日(木) 
        ～11日(水)

明和ニュース：①町内保育所で卒園式、②明和町体育 
協会 ソフトドッジボール大会、ほか 
コラム：第30回斎王まつり 斎王役ほか選考会 
特　集：町内施設紹介 
 
 
 
 

４月19日(木) 
       ～25日(水)

明和ニュース：①明和町消防団新入団員訓練、②人権 
センター 楽しい手作り教室「パンを作ろう！」、ほか 
コラム：明和町役場 各課組織見直しのお知らせ 
特　集：スポ少ソフトボール開幕戦 消防団長杯 
 
明和ニュース：①明和町中央公民館講座 開講式、②明和 
町中央公民館 洋裁同好会 針供養、ほか 
コラム：第30回斎王まつり 斎王役ほか選考会 
特　集：町長定例記者会見 

明和ニュース：①障害者福祉サービス事業所ありんこ 別棟 
竣工式、②第８回いつきのみや梅まつりフォトコンテスト、ほか 
コラム：第８回いつきのみや梅まつり 
特　集：平成24年度 町政方針 

明和ニュース：①町内小学校入学式・幼稚園入園式、 
②明和町老人クラブ連合会 グラウンドゴルフ大会、ほか 
コラム：明和町体育協会 「軟式野球スクール」 
特　集：第５回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編 
 

５月３日(木) 
　    ～９日(水)

明和ニュース：ニュース総集編（１月～４月） 

明和町行政チャンネル番組表 ３月29日(木)～５月９日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、防災企画課（152・7112）へお問い合わせください。
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（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、

お客様に満足いただくサービスをご提供します。
安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

比べてください のお値段！ お見積は無料！
例：合併浄化槽10人槽までの場合
(特殊な場合を除きます) 年３回点検で11,500円

浄化槽保守点検


